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スーパーリンクモードは、スーパーリンク状態の確認・複数系統自動アドレス設定および室内ユニットア

ドレスの消去に使用する。

スーパーリンクモードにおいてのコード No. 選択後のコード No. 毎の操作を以下に示す。

0：旧バージョン
1：新バージョン

スーパーリンク通信状態

0：停止
1：開始

複数系統自動アドレス

開始アドレス記憶値
（図では0）表示

および機能

9) スーパーリンクモードの操作方法・表示内容
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接続台数記憶値
（図では1）表示

接続確認済台数点滅表示
（図では0台）

および機能
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接続確認済台数点滅表示
（図では2台）

設定通り室内ユニットアドレス付番

0：未設定
1：極性確定送信

極性確定送信

極性が確定したら、複数系統自動アドレスを
終了する

および機能

室内ユニット選択ス
イッチで切換え

室内ユニット

室内ユニット

室内ユニット・室外ユニット
接続確認中」に移行
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および機能

室内ユニットアドレス付番異常1

室内ユニット

室内ユニット

室内ユニットアドレス付番異常2

室内ユニットアドレス付番異常3

室内ユニットアドレス付番異常4

室内ユニットアドレス付番異常5

室内ユニット
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0：消去禁止
1：登録室内ユニット消去可
2：全室内ユニット消去可

室内ユニットアドレス
消去設定確定

0：消去禁止
1：登録室内ユニット消去命令
2：全室内ユニット消去命令

室内ユニットアドレス消去命令が
20秒点灯し、アドレス消去を行う

および機能

室内ユニット

室内ユニット

室内ユニット
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10) ソフト更新中の表示

ソフト更新中は以下の表示となり、各モードの機能は使用できない。

また、ソフト更新が正常に完了した場合は、自動的に「◆電源投入後の表示」が表示され、各モードの

機能が使用できるようになる。。

mソフト更新中表示

mソフト更新失敗時表示

注）ソフト更新失敗が表示されている場合は、空調運転不可能。
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7. 保護装置
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P P P P

ユニット
ユニット

圧縮機

圧縮機

圧縮機

313

P P P P

ユニット
ユニット

圧縮機

圧縮機

圧縮機
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P P P P

ボックス
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s寒冷地仕様以外の P450 形

sP450 形寒冷地仕様

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 2775 1852 2759 2111 2996

圧縮機台数 　 － 2 2 2 2 2

圧縮機吸入圧力 　 MPa 0.90 1.11 0.70 1.07 0.63

圧縮機吸入温度 　 ℃ 23 35 23 36 17

圧縮機吐出圧力 　 MPa 2.86 3.20 2.51 3.03 2.27

圧縮機吐出温度 　 ℃ 73 82 78 83 70

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 79 58 119

液流量調整弁開度 step 40 34 43 0 40

オイルバイパス調整弁開度 step 245 200 205 227 222

エンジン冷却水温度 ℃ 83 78 60 69 60

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 1510 845 1460 1290 1800

圧縮機台数 　 － 2 2 2 2 2

圧縮機吸入圧力 　 MPa 0.98 1.25 0.77 1.25 0.70

圧縮機吸入温度 　 ℃ 21 33 18 27 16

圧縮機吐出圧力 　 MPa 3.01 3.21 2.61 3.21 2.46

圧縮機吐出温度 　 ℃ 78 80 75 75 74

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 117 158 60

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 135 168 106

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 82 92 230

液流量調整弁開度 step 0 0 59 64 40

オイルバイパス調整弁開度 step 234 200 201 262 200

エンジン冷却水温度 ℃ 78 74 60 61 59

8. 運転データ標準値



6-196

316

sP560 形

sP710 形

sP850 形

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 1890 909 1910 1489 2195

圧縮機台数 　 － 2 2 2 2 2

圧縮機吸入圧力 　 MPa 0.89 1.23 0.68 1.07 0.61

圧縮機吸入温度 　 ℃ 16 28 14 34 9

圧縮機吐出圧力 　 MPa 3.11 3.22 2.42 3.04 2.34

圧縮機吐出温度 　 ℃ 73 70 67 80 66

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 154 195 115

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 98 96 146

液流量調整弁開度 step 82 19 93 0 114

オイルバイパス調整弁開度 step 268 207 264 286 274

エンジン冷却水温度 ℃ 87 74 60 61 59

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 2300 1030 2570 2400 3000

圧縮機台数 　 － 2 2 2 2 2

圧縮機吸入圧力 　 MPa 0.92 1.17 0.66 0.94 0.61

圧縮機吸入温度 　 ℃ 15 38 19 29 11

圧縮機吐出圧力 　 MPa 3.19 3.25 2.30 2.95 2.32

圧縮機吐出温度 　 ℃ 70 82 68 81 69

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 161 238 125

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 168 167 266

液流量調整弁開度 step 72 0 40 0 50

オイルバイパス調整弁開度 step 328 216 362 393 375

エンジン冷却水温度 ℃ 78 72 60 62 66

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 2800 1101 2800 2300 2997

圧縮機台数 　 － 2 2 2 2 2

圧縮機吸入圧力 　 MPa 0.89 1.28 0.72 0.95 0.63

圧縮機吸入温度 　 ℃ 16 35 18 31 17

圧縮機吐出圧力 　 MPa 3.20 3.22 2.78 2.90 2.66

圧縮機吐出温度 　 ℃ 72 75 69.3 81 68.7

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 213 243 130

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 500 143 385

液流量調整弁開度 step 105 0 0 33 40

オイルバイパス調整弁開度 step 378 279 344 392 400

エンジン冷却水温度 ℃ 86 72 53 60 58
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1. エンジン系
n電気抵抗値

n圧縮系

n点火系

n燃料系

考備値準基目項

Ωk 0.5～9.1ドーコ圧高

エンジンスロットル

弁コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )※
[2]( 茶 )※-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[5]( 赤 )
[5]( 赤 )-[6]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

※ 仕様により [2] ピンが無い場合、

[5] ピンを使用して測定する

[1]( 白 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[6]( 青 ) 240 Ω（25 ℃）

エンジン油圧スイッチ 1 Ω 以下、1 MΩ 以上

Ω 122、1弁磁電スガ

）℃02（Ω 10.0タータス

スタータピニオンコイル 0.24 Ω（20 ℃）

燃料ガス調整弁

コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )※
[2]( 茶 )※-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[7]( 赤 )
[7]( 赤 )-[8]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

※ 仕様により [2] ピンが無い場合、

[7] ピンを使用して測定する

[1]( 白 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[8]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

エンジン回転センサ 1,100 ± 150 Ω（20 ℃）

ルイコ次１Ω 58.1ルイコンョシッニグイ

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6 7 8

項目 基準値 備考

コンプレッション
各気筒 1.4 MPa 以上

限度 1.1 MPa

バルブクリアランス
温間 0.35 ± 0.05 mm

冷間 0.25 ± 0.05 mm

項目 基準値 備考

点火プラグ電極スキマ 0.4 ～ 0.8 mm

点火プラグ締付トルク 20 ～ 30 N・m

点火時期 19 ± 3°/1400 min-1 P450 形のみ

項目 基準値 備考

空燃比（O2 計） 都市ガス・プロパン 3 ～ 10 ％/2,400 min-1

燃料ガス圧力
都市ガス 1.0 ～ 2.5 kPa

プロパン 2.0 ～ 3.3 kPa

1. エンジン系
n電気抵抗値

n圧縮系

n点火系

n燃料系

考備値準基目項

Ωk 0.5～9.1ドーコ圧高

エンジンスロットル

弁コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )※
[2]( 茶 )※-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[5]( 赤 )
[5]( 赤 )-[6]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

※ 仕様により [2] ピンが無い場合、

[5] ピンを使用して測定する

[1]( 白 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[6]( 青 ) 240 Ω（25 ℃）

エンジン油圧スイッチ 1 Ω 以下、1 MΩ 以上

Ω 122、1弁磁電スガ

）℃02（Ω 10.0タータス

スタータピニオンコイル 0.24 Ω（20 ℃）

燃料ガス調整弁

コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )※
[2]( 茶 )※-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[7]( 赤 )
[7]( 赤 )-[8]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

※ 仕様により [2] ピンが無い場合、

[7] ピンを使用して測定する

[1]( 白 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[8]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

エンジン回転センサ 1,100 ± 150 Ω（20 ℃）

ルイコ次１Ω 58.1ルイコンョシッニグイ

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6 7 8

項目 基準値 備考

コンプレッション
各気筒 1.4 MPa 以上

限度 1.1 MPa

バルブクリアランス
温間 0.35 ± 0.05 mm

冷間 0.25 ± 0.05 mm

項目 基準値 備考

点火プラグ電極スキマ 0.4 ～ 0.8 mm

点火プラグ締付トルク 20 ～ 30 N・m

点火時期 19 ± 3°/1400 min-1 P450 形のみ

項目 基準値 備考

空燃比（O2 計） 都市ガス・プロパン 3 ～ 10 ％/2,400 min-1

燃料ガス圧力
都市ガス 1.0 ～ 2.5 kPa

プロパン 2.0 ～ 3.3 kPa
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nエンジンオイル

nベルト張力

※1．ベルト張力は、音波式ベルトテンションゲージで測定してください。

考備値準基目項

G00001-LFルイオンジンエスガ類種

基本封入量

寒冷地仕様以外の P450 形

P450 形寒冷地仕様
25 L（A レベル -10 ～ 0 mm）

P560、P710、P850 形

エンジンオイル油圧 150 ～ 500 kPa（1,800 min-1 時）

項目 基準参考値 備考

圧縮機ベルト

寒冷地仕様以外の P450 形

※1P450 形寒冷地仕様
480 ± 270 N

P560、P710、P850 形

音波式ベルトテンションゲージ設定値

m・ブリ / g 71量質位単

本8数ブリ

スパン長さ

寒冷地仕様以外の P450 形

P450 形寒冷地仕様
242 mm

P560、P710、P850 形

25 L（B レベル -10 ～ 0 mm）

490 ± 270 N

212 mm
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2. 冷媒系
項目 基準値 備考

室内ユニット温度差

（吸込み - 吹出し）

冷房時 ΔT ＝ 10 ～ 15 ℃ 環境条件・室内ユニットな

どにより多少差が出ます。

目安としてください。暖房時 ΔT ＝ 15 ～ 20 ℃

冷媒配管長と

高低差

配管長（相当長 / 実長） 190/165 m

高低差
室外ユニットが上 50 m

室外ユニットが下 40 m

冷媒配管サイズ

液管
P450、P560、P710 形

（ろう付）
P850 形 φ19.1 mm

ガス管
P450、P560 形 φ28.6 mm

P710、P850 形 φ31.8 mm

フレアナット締付

トルク
外径呼び径

6.35 mm 14 ～ 18 N・m

9.52 mm 34 ～ 42 N・m

12.70 mm 49 ～ 61 N・m

15.88 mm 68 ～ 82 N・m

19.05 mm 100 ～ 120 N・m

s室外ユニット熱交液流量調整弁

抵抗値

sサブ熱交液流量調整弁抵抗値

sホットガスバイパス調整弁抵抗

値

コネクタ

[ 赤 ]-[ 白 ]、

[ 赤 ]-[ 橙 ]、

[ 赤 ]-[ 黄 ]、

[ 赤 ]-[ 青 ]

34.3±4.3 Ω

コネクタ

[ 白 ]-[ 橙 ]、

[ 黄 ]-[ 青 ]

68.6±8.6 Ω

高圧スイッチ 1、2 抵抗値 1 Ω 以下、1 MΩ 以上 2：リニューアル対応機のみ

s液流量調整弁抵抗値

sオイルバイパス調整弁抵抗値

コネクタ

[ 赤 ]-[ 白 ]、

[ 赤 ]-[ 橙 ]、

[ 赤 ]-[ 黄 ]、

[ 赤 ]-[ 青 ]

46 ± 4 Ω

コネクタ

[ 白 ]-[ 橙 ]、

[ 黄 ]-[ 青 ]

92 ± 8 Ω

ホットガスバイパス弁抵抗値 1,050 Ω

四方切換弁抵抗値 1,430 Ω

圧縮機ヒータ 1、2 抵抗値 1.67 kΩ ± 7 %

冷凍機油

種類 NL10

基本封入量 4 L
施工時の冷凍機油の追加補

充は不要

φ15.9 mm

2. 冷媒系
項目 基準値 備考

室内ユニット温度差

（吸込み - 吹出し）

冷房時 ΔT ＝ 10 ～ 15 ℃ 環境条件・室内ユニットな

どにより多少差が出ます。

目安としてください。暖房時 ΔT ＝ 15 ～ 20 ℃

冷媒配管長と

高低差

配管長（相当長 / 実長） 190/165 m

高低差
室外ユニットが上 50 m

室外ユニットが下 40 m

冷媒配管サイズ

液管
P450、P560、P710 形

（ろう付）
P850 形 φ19.1 mm

ガス管
P450、P560 形 φ28.6 mm

P710、P850 形 φ31.8 mm

フレアナット締付

トルク
外径呼び径

6.35 mm 14 ～ 18 N・m

9.52 mm 34 ～ 42 N・m

12.70 mm 49 ～ 61 N・m

15.88 mm 68 ～ 82 N・m

19.05 mm 100 ～ 120 N・m

s室外ユニット熱交液流量調整弁

抵抗値

sサブ熱交液流量調整弁抵抗値

sホットガスバイパス調整弁抵抗

値

コネクタ

[ 赤 ]-[ 白 ]、

[ 赤 ]-[ 橙 ]、

[ 赤 ]-[ 黄 ]、

[ 赤 ]-[ 青 ]

34.3±4.3 Ω

コネクタ

[ 白 ]-[ 橙 ]、

[ 黄 ]-[ 青 ]

68.6±8.6 Ω

高圧スイッチ 1、2 抵抗値 1 Ω 以下、1 MΩ 以上 2：リニューアル対応機のみ

s液流量調整弁抵抗値

sオイルバイパス調整弁抵抗値

コネクタ

[ 赤 ]-[ 白 ]、

[ 赤 ]-[ 橙 ]、

[ 赤 ]-[ 黄 ]、

[ 赤 ]-[ 青 ]

46 ± 4 Ω

コネクタ

[ 白 ]-[ 橙 ]、

[ 黄 ]-[ 青 ]

92 ± 8 Ω

ホットガスバイパス弁抵抗値 1,050 Ω

四方切換弁抵抗値 1,430 Ω

圧縮機ヒータ 1、2 抵抗値 1.67 kΩ ± 7 %

冷凍機油

種類 NL10

基本封入量 4 L
施工時の冷凍機油の追加補

充は不要

φ15.9 mm
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※1．冷媒系統修理時の冷媒追加補充量（下記にて算出）

※2．α の値は、以下の表に従ってください。

冷媒系統修理時の

冷凍機油追加

補充量

アキュムレータ 1,000 cm3

オイルセパレータ 2,000 cm3

圧縮機（吸入側） 50 cm3/ 個

圧縮機（吐出側） 3/ 個

冷凍機油が溜まる部品 実測 例）吸入管など

冷媒回収作業を行った場合 上記＋ 400 cm3

冷媒ガス
Ａ014Ｒ類種

gk 0.9量入封本基

1※量充補加追媒冷の時理修統系媒冷

考備値準基目項

補充量（kg）

＝（l1×0.353）＋（l2×0.250）＋（l3×0.170）＋（l4×0.110）＋（l5×0.054）＋（l6×0.022）＋ α ※2

l1 ＝液管φ22.22 mm の合計の長さ（m）

l2 ＝液管φ19.05 mm の合計の長さ（m）

l3 ＝液管φ15.88 mm の合計の長さ（m）

l4 ＝液管φ12.70 mm の合計の長さ（m）

l5 ＝液管φ9.52 mm の合計の長さ（m）

l6 ＝液管φ6.35 mm の合計の長さ（m）

【単独設置の場合】

同一冷媒系統に接続されている

室内ユニット接続合計台数
P450 形

1 台 4.5 7 7 8.5

2 台

以上

最遠配管長 ( 相当長 )

20ｍ 未満
5.5 8 8 9.5

最遠配管長 ( 相当長 )

20ｍ 以上
5.5 8 8 11.5

【連結設置の場合】

同一冷媒系統に接続されている

室内ユニット接続合計台数
P450 形 +P450 形 P450 形 +P560 形

P560 形 +P560 形

P560 形 +P710 形

P710 形 +P710 形

P710 形 +P850 形 P850 形 +P850 形

1 台 9 11.5 14 15.5 17

2 台

以上

最遠配管長 ( 相当長 )

20ｍ 未満
11 13.5 16 17.5 19

最遠配管長 ( 相当長 )

20ｍ 以上
11 13.5 16 19.5 23

150 cm

P850 形P710 形P560 形
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3.冷却水系
項目 基準値 備考

サーモスタット 開き初め温度 70 ℃開弁 70 ℃

冷却水

種類 三菱重工純正クーラント S

緑色

封入量

寒冷地仕様以外の P450 形 18 L

リザーブタンク含む

P450 形寒冷地仕様
23 L

P560 形

P710 形
28 L

P850 形

体積濃度

標準
50 vol％

（冷却水：0.55、水：0.45）
-20 ℃不凍液

寒冷地仕様
65 vol％

（冷却水：0.7、水：0.3）
-35 ℃不凍液

冷却水強化剤

種類 GHPクーラント強化剤

規定追加量

寒冷地仕様以外の P450 形 3

P450 形寒冷地仕様

460 ～ 510 cm3
P560 形

P710 形

P850 形

Ω 81～01値抗抵プンポターォウ

300 ～ 350 cm
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4. 温度センサ特性
n室外ユニット

m水温センサ抵抗値 温度 基準値

50 ℃ 17.6 kΩ

80 ℃ 6.1 kΩ

100 ℃ 3.3 kΩ

110 ℃ 2.5 kΩ

m外気温度センサ抵抗値

mエンジンルーム温度センサ抵抗値

m室外ユニット熱交液温度センサ抵抗値

m室外ユニット熱交ガス温度センサ抵抗値

mサブ熱交出口温度センサ抵抗値

m圧縮機吸入温度センサ抵抗値

mアキュムレータ出口温度センサ抵抗値

温度 基準値

-10 ℃ 23.70 kΩ

0 ℃ 15.00 kΩ

10 ℃ 9.80 kΩ

20 ℃ 6.50 kΩ

30 ℃ 4.40 kΩ

40 ℃ 3.10 kΩ

50 ℃ 2.20 kΩ

55 ℃ 1.86 kΩ

60 ℃ 1.59 kΩ

65 ℃ 1.36 kΩ

70 ℃ 1.17 kΩ

75 ℃ 1.10 kΩ

m圧縮機吐出温度センサ抵抗値

mオイルバイパス調整弁出口温度センサ抵抗値

温度 基準値

0 ℃ 182.9 kΩ

20 ℃ 70.4 kΩ

50 ℃ 20.2 kΩ

80 ℃ 7.0 kΩ

100 ℃ 3.7 kΩ

120 ℃ 2.1 kΩ

m排気温度センサ抵抗値

（450 形 臭気低減キット装着機のみ）

温度 基準値

200 ℃ 4001 Ω

300 ℃ 1427 Ω

400 ℃ 649 Ω

500 ℃ 346 Ω

600 ℃ 206 Ω

700 ℃ 133 Ω

800 ℃ 91 Ω
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●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。




